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当社子会社における高岡新工場の建設について 
 

当社の子会社であるキョーリン製薬グループ工場株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長： 

大野田 道郎、以下「グループ工場」）は、富山県高岡市に所有する土地に新工場として高岡工場を建設する

ことを決定いたしました。 
 
グループ工場では、キョーリン製薬グループの長期ビジョン「HOPE100（2010～2023年度）」のもと   

重点項目として「高品質な製品を安定的に低コストで供給する競争力のあるグループ生産体制の構築」に 

取り組んでいます。 
中期経営計画「HOPE100－ステージ２－（2016～2019年度）」では、重点戦略「グループ内最適化に   

よるコスト構造の変革」を掲げ、2018年４月にグループ内の３つの工場（能代工場：秋田県能代市、滋賀工

場：滋賀県甲賀市、井波工場：富山県南砺市）をグループ工場に統合し、工場稼働率の平準化と資産の効率

活用により、初期の目的であるコスト低減を達成しました。 
現中期経営計画「HOPE100－ステージ３－（2020～2023年度）」では、重点戦略「コスト競争力の向上」

を掲げ、新医薬品・後発医薬品の安定供給と低コストを実現する製造体制の構築に取り組んでいます。 
このような環境下、医薬品の生産数量の拡大に伴い、グループ工場全体として製品供給能力の強化が必要

となったことから、この度、新たに高岡工場を建設することにいたしました。 
主に後発医薬品の製造を行う井波工場については、施設の拡張や設備の増設が困難なこと、また全体とし

て老朽化が進んでいることから、その生産機能を高岡工場に随時移管していきます。 
 
高岡工場は、約20億錠の内服固形剤の生産能力を有し、GMP（医薬品等の製造管理および品質管理の基

準）の更なるレベルアップを実現できる施設とします。また、各種作業の省力化や製造効率の向上を図り、

安定供給と低コスト生産を達成します。 
環境面でも、既存の生産拠点よりもCO２排出量を大幅に削減できる設計とするだけでなく、液化天然ガス

（LNG）などクリーンなエネルギーや、水力発電等の再生可能エネルギーの積極的な活用により環境負荷軽

減を進めます。 
 
キョーリン製薬グループは、「生命を慈しむ心を貫き、人々の健康に貢献する社会的使命を遂行します。」  

という企業理念のもと、今後とも高品質な製品の安定供給に取り組んでいきます。 
 

 
以 上 

会 社 名 キョーリン製薬ホールディングス株式会社 

代 表 者 名 代 表 取 締 役 社 長    荻原 豊 

 （コード番号 ４５６９ 東証第１部） 

問い合わせ先 グループ経営企画統轄部 部長  谷藤 功典 

電 話 ０３－３５２５－４７０７ 



【高岡工場の計画概要】 
所 在 地：富山県高岡市ＩＣパーク８番 
敷 地 面 積：４２,４５７㎡ 
建 物：３階建て 建築面積７,２６２㎡、延床面積２１，０９１㎡ 
着 工：２０２２年  ８月予定 
竣 工：２０２３年１０月予定 
稼 働 開 始：２０２４年  ４月予定 
投資予定額：約１００億円  

 

 

 

（高岡工場の外観イメージ） 

 

 


